
十
二
月
に
入
る
と
、
何
だ
か

日
々
の
生
活
が
慌
た
だ
し
く
な
っ

て
い
く
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

師
走
と
い
う
表
現
も
あ
り
、
次

の
正
月
に
向
か
っ
て
の
準
備
が

急
が
れ
る
気
分
に
な
り
ま
す
。

今
年
は
、
暑
い
夏
が
長
く
続

い
て
体
調
管
理
が
難
し
い
時
期

を
経
験
し
ま
し
た
。
猛
暑
と
い

う
か
酷
暑
だ
っ
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
そ
の
後
は
、
し
ば
ら

く
ゆ
っ
く
り
と
秋
を
感
じ
て
み

た
い
と
思
い
つ
つ
、
何
だ
か
短

い
期
間
で
直
ぐ
に
通
り
過
ぎ
た

気
が
し
ま
す
。

今
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や

風
邪
な
ど
が
流
行
中
だ
と
テ
レ

ビ
な
ど
で
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
コ
ロ
ナ
感
染
も
流
行
中

の
よ
う
で
す
。
外
出
し
た
際
に

は
、
手
洗
い
・
う
が
い
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
寒
い
次

期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

皆
様
、
体
調
管
理
に
お
気
を
つ

け
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
年
末
に
向
か
っ
て

特
別
警
戒
が
実
施
さ
れ
、
用
心

を
呼
び
か
け
ま
す
。

十
一
月
二
十
日
（
木
）
の
夜

に
、
勝
原
公
民
館
で
「
防
犯
会

議
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
勝
原
地
区
連
合
自
治
会
が

中
心
と
な
っ
て
校
区
内
の
各
種

団
体
や
防
犯
委
員
さ
ん
た
ち
に

集
ま
っ
て
も
ら
い
、
活
動
報
告

や
注
意
事
項
な
ど
の
情
報
交
換

を
行
う
も
の
で
す
。

こ
の
う
ち
網
干
警
察
署
か
ら

は
、
生
活
安
全
課
の
松
本
係
長

が
、
「
振
り
込
み
詐
欺
」
が
増

え
て
い
る
こ
と
、
被
害
に
遭
わ

れ
る
人
が
高
齢
者
だ
け
で
な
く

若
い
世
代
に
拡
が
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
の
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

警
察
が
お
金
を
振
り
込
む
行
為

の
話
を
す
る
こ
と
や
電
話
で
口

座
番
号
を
教
え
る
よ
う
求
め
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
と
、
強
調

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
年
末
に
向

け
て
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

新
年
の
干
支
は
、
「
午
（
う

ま
）
」
で
す
。
午
は
「
馬
」
と

も
表
現
し
ま
す
。
馬
が
前
に
進

む
よ
う
に
、
一
歩
一
歩
着
実
に

進
ん
で
い
き
、
「
飛
躍
」
の
年

に
な
る
よ
う
願
い
た
い
も
の
で

す
。
最
近
は
、
年
賀
状
を
出
す

数
が
減
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で

す
。
年
賀
状
か
ら
ス
マ
ホ
に
よ

る
発
信
な
ど
に
変
化
し
て
い
る

現
状
で
す
。

ま
た
初
詣
を
さ
れ
る
方
も
多

く
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、

感
染
症
の
拡
大
傾
向
の
中
で
、

混
雑
を
避
け
る
傾
向
に
も
あ
る

よ
う
で
す
。
神
社
の
側
か
ら
、

初
詣
の
分
散
参
拝
を
呼
び
か
け

る
こ
と
も
行
わ
れ
て
い
る
と
、

聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

十
二
月
は
、
大
掃
除
な
ど
普

段
清
掃
が
行
き
届
か
な
か
っ
た

と
こ
ろ
の
掃
除
を
し
て
お
い
て
、

新
年
に
は
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
す

こ
と
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ど
う
か
次
の
一
年
も
、
健

康
で
過
ご
せ
れ
ば
と
願
い
つ
つ

日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

檀
特
山
（
だ
ん
と
く
さ
ん
｝

は
、
姫
路
市
と
太
子
町
に
跨
る

山
で
、
標
高
１
６
５
メ
ー
ト
ル
。

古
代
の
書
い
わ
ゆ
る
『
播
磨
国

風
土
記
』
で
は
、
「
大
見
山
」

と
記
さ
れ
て
い
る
山
が
、
檀
特

山
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
書
物
の
中
で
、
応
神
天
皇

が
こ
の
山
に
登
ら
れ
て
四
方
を

望
ま
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
山
の
由
来
は
、
姫
路
市

教
育
委
員
会
発
行
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
『
朝
日
山
周
辺
め
ぐ
り
』
に

よ
る
と
、
「
北
イ
ン
ド
の
ガ
ン

ダ
ー
ラ
地
方
に
あ
る
山
と
同
じ

名
の
山
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

檀
特
山
の
麓
に
は
幾
つ
も
の

古
墳
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
下

太
田
側
に
も
大
谷
側
に
も
見
ら

れ
ま
す
。
特
に
大
谷
か
ら
登
る

道
沿
い
は
、
説
明
板
な
ど
が
整

備
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
山

へ
の
登
山
ル
ー
ト
は
幾
つ
か
あ

り
ま
す
。
南
側
か
ら
で
は
、
大

谷
か
ら
登
る
道
や
下
太
田
住
宅

か
ら
も
道
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
山
は
、
一
年
を
通
じ
て

登
る
人
が
多
く
い
ま
す
。
ま
た

初
日
の
出
を
見
る
た
め
に
、
暗

い
う
ち
か
ら
登
る
人
も
多
い
で

す
。
新
年
に
は
、
勝
原
地
区
方

面
か
ら
や
太
子
町
方
面
か
ら
多

く
の
方
々
が
登
っ
て
来
ら
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

第４１７号 勝原公民館だより 令和７年(2025)１２月１日

姫路市立勝原公民館
〒６７１－１２１３
姫路市勝原区宮田
４８９番地３

☎（０７９）２７４－３７０１

勝
原
公
民
館
だ
よ
り

○日時 令和７年(2025)
12月14日（日）13時30分
～15時
○場所 勝原公民館
○講師 岸本道昭先生（播
磨学研究所・事務局長）
○演題『瓢塚古墳の謎に迫
る』 参加無料。予約不要。

教養講座

霜
月
や

朱
傘
の
下
の

茶
会
席

茜
句
会

長
谷
川
寿
子

師
走
（
し
わ
す
）

防
犯
対
策

檀
特
山

午
年
（
う
ま
ど
し
）



こども書道 渡部素子先生

こども絵画 村上陽子先生

～地域講座・公民館での活動～ こども日曜教室

12/ 14㊐ 10:00~

12/ 21㊐ 10:00~

12・1月の活動

1・2月の教養講座

★『男の料理教室』

12月18日(木) 10:00

講師 相曽由美子・佐治由美子先生

★『まちづくり』当日参加OK！

12月11日(木) 13:00

（偶数月第２木曜）

講師 三木基弘館長

★『郷土の歴史講座』当日参加OK！

1月8日(木) 13:00

（奇数月第２木曜）

講師 森澤江利先生

★『移動児童センター』

なかよしランド

12月 9日(火) 10:00～

1月 13日(火) 10:00~

はいはいランド

1月 29日(木) 14:00～

★『植物と楽しむ暮らし』

1月 17(土) 13：30～

講師 松本修二先生(元温室植物園長)

教養講座 「瓢塚古墳の謎に迫る」

12月 14 (日) 13：30～15：00

講師：岸本道昭先生

（播磨学研究所・事務局長）

講師は、考古学の研究者です。たつの市

教育委員会で長年活躍され、参事兼歴史文化

財課長、龍野歴史文化資料館長、埋蔵文化財

センター館長などを歴任されました。

主な著書として『山陽道駅家跡』（同成

社）、『古墳が語る播磨』（神戸新聞総合

出版センター）などがあります。

教養講座 「スマホ教室・中級」

1月 １５日 (木) 13：30～ 15：00

ソフトバンクさんにスマホの使い方を

教えて頂きます。今回は少しステップ

アップした中級編になります。

貸出機を使っての講座になります。

参加ご希望の場合は、12月26日(金)までに

公民館まで申込みをお願いします。

10月28日から31日まで朝日中学校の生徒さんがトライやる・ウィークに来てくれました。

料理や花壇の花の植栽、俳句や童謡コーラスなど講座への参加、汐入川の勉強など色々

な体験をしてもらいました。学校とは違った学びがありとても楽しそうな様子でした。

公民館の講座生のみなさんも中学生さんの挨拶でのお出迎えに「可愛いねぇ」と

朝から笑みがこぼれ、とても嬉しそうな表情をされていました。公民館での世代を越えた

触れ合いがお互い良い経験になったと感じるトライやる・ウィークでした。


